
（
3
）
商
工
業
の
振
興

　

八
雲
町
の
商
工
業
は
、
そ
の
大

多
数
が
小
規
模
事
業
者
で
あ
り
、

地
域
経
済
の
担
い
手
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

商
工
会
に
お
い
て
は
、
小
規
模

事
業
者
へ
の
支
援
強
化
を
計
画
的

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

町
と
し
て
も
育
成
資
金
の
融
資
枠

の
維
持
と
保
証
料
の
助
成
に
つ
い

て
継
続
実
施
す
る
と
と
も
に
、
町

内
の
産
業
・
経
済
団
体
と
の
連
携

強
化
を
図
り
、
町
内
経
済
の
活
性

化
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
展
開
し
て
お
り
ま

す
海
洋
深
層
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
新
た
な
事
業
展
開
を
模
索
す

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
企
業
誘

致
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

（
4
）
観
光
・
地
域
物
産
の
振
興

　

北
海
道
新
幹
線
開
業
に
よ
り
、

道
南
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
と
し
て
定

着
し
つ
つ
あ
る
噴
火
湾
パ
ノ
ラ
マ

パ
ー
ク
の
利
用
者
は
確
実
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
北
海
道
新
幹
線
開
業

を
見
据
え
た
取
り
組
み
を
行
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
北

海
道
新
幹
線
の
停
車
駅
と
な
る

（
仮
称
）
「
新
八
雲
駅
」
の
開
業

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、
海
外
市

場
も
視
野
に
入
れ
た
、
「
食
」
と

「
観
光
」
に
よ
る
取
り
組
み
を
、

関
係
団
体
や
近
隣
町
と
連
携
し
て

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

熊
石
地
域
で
は
、
道
南
休
養
村

を
中
心
に
、
観
光
客
等
の
誘
致
と

交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
観
光

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
5
）
新
産
業
の
育
成
と

　
　
　

雇
用
環
境
の
整
備

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
の

中
、
八
雲
町
に
お
い
て
も
産
業
の

担
い
手
不
足
が
今
後
、
顕
著
に

な
っ
て
く
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
問
題
は
、
各
産
業
そ
れ
ぞ

れ
の
問
題
で
は
な
く
、
産
業
・
経

済
団
体
と
町
が
一
丸
と
な
っ
て
解

決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
将
来
に
向

け
て
必
要
な
施
策
の
あ
り
方
や
実

効
性
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
観

点
か
ら
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

（
1
）
土
地
の
有
効
活
用
と
市
街

　
　
　

地
、
集
落
環
境
の
整
備

　

道
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

3
・
4
・
2
出
雲
通
街
路
整
備
事

業
第
二
期
工
事
の
早
期
着
工
を
北

海
道
に
要
請
す
る
と
と
も
に
、

3
・
4
・
7
本
町
大
通
の
整
備
に

つ
い
て
も
事
業
着
手
を
要
請
し
て

ま
い
り
ま
す
。

 
 

町
営
住
宅
の
整
備
・
改
修
に
つ

い
て
は
、
公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
に
沿
っ
て
、
平
成
29

年
度
も

昨
年
に
引
き
続
き
出
雲
町
Ａ
団
地

に
2
棟
10

戸
を
建
設
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

空
家
等
対
策
に
つ
い
て
は
、
八

雲
町
空
家
等
対
策
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
29

年
度
か
ら
本
格
的
に

空
家
等
対
策
を
総
合
的
か
つ
計
画

的
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
人
口
減
少
・
少

子
高
齢
化
を
背
景
と
し
て
、
持
続

可
能
で
コ
ン
パ
ク
ト
な
市
街
地
形

成
と
都
市
機
能
の
誘
導
を
図
る
た

め
の
立
地
適
正
化
計
画
策
定
業
務

を
、
平
成
29

年
度
か
ら
2
か
年
に

わ
た
り
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
2
）
道
路
の
整
備

　

国
道
5
号
お
よ
び
2
7
7
号
、

道
道
八
雲
厚
沢
部
線
改
良
事
業
の

整
備
促
進
等
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
関
係
機
関
へ
の
要
望
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
。

　

国
道
2
2
9
号
沿
線
等
の
高

潮
・
越
波
対
策
は
、
順
調
に
工
事

が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、
引

き
続
き
要
望
箇
所
の
整
備
促
進
に

向
け
て
要
請
活
動
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

　

町
道
に
つ
い
て
は
、
八
雲
総
合

病
院
の
改
築
に
伴
う
東
雲
幹
線
道

路
改
良
事
業
と
し
て
、
平
成
29

年

度
は
道
路
工
事
の
一
部
を
着
工
い

た
し
ま
す
。
ま
た
、
橋
梁
の
長
寿

命
化
修
繕
事
業
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
町
民
が
安
全
に
生
活
で
き

る
よ
う
計
画
的
な
道
路
整
備
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
3
）
公
共
交
通
の
充
実

　

公
共
交
通
で
あ
る
路
線
バ
ス

は
、
現
行
路
線
の
確
保
や
利
便
性

向
上
の
対
策
と
し
て
、
総
合
病
院

へ
の
乗
り
入
れ
な
ど
、
バ
ス
事
業

者
へ
要
請
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
八
雲
・
熊
石
地
域
間
の
路
線

バ
ス
は
、
交
流
促
進
を
図
る
う
え

で
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
将

来
的
な
需
要
と
財
政
負
担
を
勘
案

し
た
検
討
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

昨
年
3
月
26

日
、
道
民
の
長
年

の
悲
願
で
あ
り
ま
し
た
北
海
道
新

幹
線
が
開
業
い
た
し
ま
し
た
。
今

後
も
、
札
幌
開
業
の
早
期
実
現
に

向
け
た
活
動
を
沿
線
自
治
体
・
関

係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

む
と
と
も
に
、
新
幹
線
建
設
工
事

の
円
滑
な
推
進
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

北
海
道
新
幹
線
（
仮
称
）
「
新

八
雲
駅
」
は
、
春
日
地
区
へ
の
設

置
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
駅
周
辺

の
整
備
方
針
、
土
地
利
用
計
画
お

よ
び
各
種
施
設
の
デ
ザ
イ
ン
計
画

等
を
含
め
た
駅
周
辺
地
区
の
整
備

基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。

（
4
）
航
空
基
地
と
の
連
携

　

航
空
自
衛
隊
基
地
は
、
地
域
経

済
へ
の
波
及
の
み
な
ら
ず
町
の
振

興
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
わ
り
を
持
つ

と
と
も
に
、
災
害
時
に
お
け
る
支

援
活
動
な
ど
町
民
生
活
と
密
接
な

関
係
に
あ
り
ま
す
。

　

自
衛
隊
基
地
の
有
効
活
用
、
現

部
隊
の
維
持
と
新
た
な
部
隊
の
配

置
を
目
指
し
、
ま
た
、
防
衛
施
設

周
辺
整
備
事
業
の
拡
充
等
に
つ
い

て
も
引
き
続
き
要
請
活
動
を
し
て

ま
い
り
ま
す
。

道
南
北
部
の
中
心
性

を
よ
り
高
め
る
ま
ち

づ
く
り

3
．
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